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外
務
省
が
、世
界
三
都
市
に
設

置
し
て
い
る
施
設
に
「
ジ
ャ
パ
ン

ハ
ウ
ス
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。公
式
の
サ
イ
ト
に
よ
る
と
「
こ

れ
ま
で
日
本
に
興
味
の
な
か
っ
た

人
々
も
含
め
、幅
広
い
層
に
向
け

て
日
本
の
多
様
な
魅
力
、政
策
や

取
り
組
み
を
伝
え
、親
日
派
・
知

日
派
の
裾
野
を
拡
大
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。」と
あ
り

ま
す
。世
界
三
都
市
の
う
ち
の
一

つ
が
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
に
あ

り
ま
す
。

ほ
ぼ
満
席
と
な
り
、大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
、参

加
者
か
ら
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
へ
の

質
問
や
、一
緒
に
写
真
を
撮
る
な
ど
、

ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

　

展
覧
会
の
会
期
は
、令
和
６
年
４

月
21
日
ま
で
続
き
、今
後
も
１
月
、２

月
、３
月
と
交
付
金
を
使
っ
た
地
域

住
民
の
派
遣
が
続
き
ま
す
。舞
踊
だ

け
で
な
く
、食
文
化
や
言
語
、工
芸
な

ど
に
つ
い
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

ジャパ ンハウス ロンドン で アイヌ文 化 の 展 覧 会
　 　 　「 アイヌ・スト ーリーズ 」が 開 催

　

令
和
元
年
に
、ジ
ャ
パ
ン
ハ
ウ
ス

ロ
ン
ド
ン
か
ら
、ア
イ
ヌ
文
化
を
紹

介
・
発
信
す
る
展
覧
会
の
実
施
の

た
め
、連
携
協
力
の
打
診
が
あ
り
ま

し
た
。平
取
と
イ
ギ
リ
ス
は
歴
史
的

に
も
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。イ
ギ

リ
ス
に
お
い
て
ア
イ
ヌ
文
化
を
発

信
す
る
こ
と
は
、ア
イ
ヌ
施
策
推
進

法
に
基
づ
く
国
の
ア
イ
ヌ
施
策
の

基
本
方
針
に
合
致
し
、ま
た
、平
取

町
に
と
っ
て
も
文
化
振
興
に
寄
与

す
る
と
の
考
え
か
ら
、ア
イ
ヌ
政
策

推
進
交
付
金
を
利
用
し
、ジ
ャ
パ
ン

ハ
ウ
ス
派
遣
事
業
と
し
て
、展
覧
会

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
地
域
住
民
を

派
遣
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
11
月
16
日
に
展
覧
会

が
一
般
公
開
さ
れ
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
あ
わ
せ
、平
取
町
長
を
は
じ
め
関

係
職
員
と
平
取
ア
イ
ヌ
文
化
保
存

会
の
メ
ン
バ
ー
が
渡
英
し
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
へ
到
着
し
た
翌
日
に

は
、在
英
国
日
本
大
使
館
へ
表
敬
訪

問
し
、林 

大
使
と
懇
談
の
場
を
持

ち
ま
し
た
。平
取
町
か
ら
は
記
念

品
と
し
て
、二
風
谷
イ
タ
、二
風
谷

ア
ッ
ト
ゥ
シ
レ
リ
ー
フ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。こ
の
表
敬
訪
問
の
様
子

は
、在
英
国
日
本
大
使
館
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　

ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
は
、平
取
ア
イ

ヌ
文
化
保
存
会
の
方
々
の
舞
踊
の

披
露
や
参
加
者
が
一
緒
に
体
験
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
も
、用
意
さ
れ
た
席
は
、

アイヌ・スト ーリーズ 展

アイヌ 古 式 舞 踊 の

ワー クショップ

施
策
を
進
め
、
平
取
町
の
豊
か
な

自
然
と
調
和
し
た
環
境
を
、
次
世

代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

平
取
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
か
ら
入
学
者
を

全
国
募
集
し
、
町
外
か
ら
の
入
学

者
を
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
を

高
校
と
町
が
連
携
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
今
年
は
さ
ら
に
、
平

取
高
校
な
ら
で
は
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
づ
く
り
を
地
域
の
方
々
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
、
魅
力

あ
る
高
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

今
年
は
辰
年
で
す
。
龍
（
辰
）
は

荒
々
し
い
生
き
物
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
中
国
な
ど
で

は
神
様
と
人
間
を
つ
な
い
で
く
れ

る
天
の
使
い
で
あ
り
、
幸
運
や
高

貴
を
も
た
ら
す
も
の
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
皆
様
に
と
っ
て
良

い
年
と
な
り
、
健
康
で
生
き
生
き

と
暮
ら
し
、
目
標
や
夢
に
向
か
っ

て
飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
心
よ

り
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
す
こ
や
か
で
輝
か

し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
、
心
か
ら
お
歓
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
も
「
ゆ
た
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
、
平
取
町
」
を
目
指
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
昨
年
５
月
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
並
み
の
扱
い
と
な
り
、
コ
ロ
ナ

禍
は
収
束
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
当
町
で
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

日
常
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
４
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
旧
沙
流
川
ま

つ
り
「
食
の
祭
典 

び
ら
と
り
和

牛
・
ト
マ
ト
ま
つ
り
」は
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
方

に
お
い
で
い
た
だ
き
、
平
取
町
を

代
表
す
る
食
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
類
を
見
な
い
猛
暑
の

影
響
で
主
要
作
物
の
「
び
ら
と
り

ト
マ
ト
」
を
は
じ
め
と
す
る
農
産

物
の
生
産
に
も
影
響
が
あ
っ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の

農
業
政
策
と
し
て
の
水
田
活
用
交

付
金
制
度
の
見
直
し
等
に
伴
い
、

水
田
の
畑
地
化
が
進
む
状
況
と
な

り
、
当
町
で
も
農
地
の
再
編
等
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
本
の
農
業
は
、
昨
今
の
世
界

情
勢
や
地
球
温
暖
化
の
課
題
な
ど

か
ら
大
き
な
変
革
を
迫
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

明
確
と
な
っ
た
食
料
安
全
保
障
、

国
内
自
給
率
の
観
点
か
ら
も
、
農

畜
産
物
を
供
給
す
る
地
域
の
維
持

は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
当
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
の
発
展
的
維
持
の
た

め
の
施
策
を
引
き
続
き
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

実
り
豊
か
な
年
に
な
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
職
業
現
場
で
の

人
材
確
保
や
文
化
交
流
を
目
的

と
し
て
、
平
取
町
と
パ
キ
ス
タ
ン

大
使
館
で
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協

定
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
全
国
的
な
問
題
と
も
な
っ
て

い
る
産
業
現
場
な
ど
で
の
人
材
の

確
保
で
す
が
、
町
内
で
も
農
業
を

は
じ
め
福
祉
、
医
療
な
ど
各
分
野

に
お
け
る
人
材
の
確
保
が
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
鑑
み
、
町
内
の
各
分

野
に
お
け
る
外
国
人
を
含
め
た
人

材
の
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
を

関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
積
極
的

に
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

ア
イ
ヌ
文
化
の
継
承
・
振
興
に

係
る
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、
令

和
元
年
に
施
行
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
施

策
推
進
法
の
規
定
に
よ
り
策
定
さ

れ
た
平
取
町
の
地
域
計
画
は
、
令

和
５
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま

す
。
こ
の
間
、
計
画
に
基
づ
き
当

町
の
目
指
す
伝
承
者
の
育
成
、
伝

承
素
材
の
確
保
、
国
内
外
で
の
文

化
交
流
促
進
な
ど
積
極
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
昨
年
11
月
か
ら
４
か
月
、

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ャ
パ

ン
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
て
い
る
平

取
町
の
ア
イ
ヌ
文
化
の
展
覧
会

「
ア
イ
ヌ
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
」
で

は
、
多
く
の
ロ
ン
ド
ン
市
民
の
関

心
を
集
め
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
文
化

の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
を
初
年
度
と
す
る

新
た
な
計
画
の
策
定
作
業
を
進

め
、
さ
ら
に
深
化
し
た
平
取
町
な

ら
で
は
の
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
、

継
承
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
平
取
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」
宣
言
を
基
本
に
、
令

和
５
年
度
に
策
定
さ
れ
る
「
平

取
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
行
計
画
」

に
基
づ
き
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を

は
じ
め
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
具
体
的
な

アイヌ 古 式 舞 踊 の

パ フォ ーマ ンス
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松
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拓
美

平取町長　遠藤桂一

　　謹賀新年謹賀新年        年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ
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人
件
費

　
議
員
の
報
酬
や
職
員
の
給
与
な
ど
の
経
費

扶
助
費

　
児
童
手
当
な
ど
の
支
給
お
よ
び
町
が
単
独

で
行
う
各
種
扶
助
の
た
め
の
経
費

公
債
費

　
道
路
の
整
備
や
住
宅
の
建
設
の
た
め
、
国

や
金
融
機
関
か
ら
借
り
た
お
金
の
返
済
費

投
資
的
経
費

　
公
共
施
設
や
公
用
施
設
の
新
増
設
事
業
に

必
要
と
さ
れ
る
経
費

そ
の
他
の
経
費

　
旅
費
、
交
通
費
、
需
用
費
や
町
か
ら
一
部
事

務
組
合
や
民
間
に
対
し
補
助
す
る
経
費
な
ど

町
税

　
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な

ど
皆
さ
ん
が
町
に
収
め
た
税
金

地
方
交
付
税

　
国
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
交
付
す
る

も
の

国
庫
支
出
金

　
町
が
行
う
事
業
に
対
し
て
一
定
の
割
合
で

国
が
補
助

諸
収
入

　
貸
付
金
の
償
還
や
事
業
実
施
の
助
成
金
、

町
民
か
ら
の
各
種
利
用
料
や
参
加
料
な
ど

町
債

　
町
が
公
共
施
設
な
ど
の
整
備
に
あ
て
る
た

め
、
国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
た
お
金

◆歳出について

　 歳 出 の 決 算 総 額 は ８ ０ 億 １，１ ９ ６ 万 円 で、前 年 度 決 算 額
７１億１，４０１万円と比較し、８億 ９ ，７９ ５ 万 円 の 増 と な り ま し た 。
　 主 な 要 因 と し て は、投 資 的 経 費 の う ち 補 助 事 業 が、国 の 補 正 予 算 に よ
る 令 和 ３ 年 度 か ら の 繰 越 事 業 お よ び 道 路 、橋 梁 事 業 な ど の 実 施 に よ り
５ 億 ９，８ ６ ８ 万 円 の 増、令 和 ４ 年 ８ 月 の 豪 雨 災 害 に よ り 災 害 復 旧 費 が ８，
７ ９ ２ 万 円 の 増 と な り、投 資 的 経 費 全 体 の 歳 出 に 占 め る 割 合 も ３ ９．３ ％ と
最も多い数値 となっています。
　 ま た、そ の 他 経 費 の 繰 出 金 の う ち、病 院 会 計 に つ い て は 建 設 費 の 償 還 が 開
始されたことに伴い、１億２９１万円増の４億７，８１５万円を繰出しました。
　 な お、人 件 費、扶 助 費 お よ び 公 債 費 の 義 務 的 経 費 の 占 め る 割 合 は ３ １．５ ％
と な り、繰 出 金 を 含 め こ れ ら の 数 値 が 増 加 す る と 財 政 の 硬 直 化 が 進 む こ と か
ら、今後も歳入の状況を見極めな が ら 歳 出 の 抑 制 に 努 め て い き ま す 。

◆歳入について

　 歳 入 の 決 算 総 額 は ８ ０ 億 ９，０ ０ ９ 万 円 で、前 年 度 決 算 額
７２億５，１８５万円と比較し、８億３，８２４万円の増となりました。
　 主 な 要 因 と し て は、地 方 交 付 税 が １ 億 ６，２ ３ ３ 万 円 の 増 、国 庫 支 出 金
が、国 の 補 正 予 算 に よ る 令 和 ３ 年 度 か ら の 繰 越 事 業 な ど の 実 施 に よ り、
５億１９２万円の増となったことによります。
　 歳 入 に 占 め る 割 合 は、町 税 が 全 体 の ６．５ ％ と な っ て お り、自 主 財 源 が 少
な い 状 況 で は あ り ま す が、国 庫 支 出 金 や 道 支 出 金、ま た 地 方 交 付 税 へ の 算 入
が多い町債を活用しながら、各種事業を推進してきました。

費

用

の

内

容
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令和４年度一般会計決算報告

　 令 和４年度の決 算が、令 和５年１１月の町 議 会で 認定されました。こ
こでは、一 般会計の決算の概要、財政状況をお知らせします。
　 歳 入 総 額は８０億９，００８万円、歳出 総 額は８０億１，１９６万円と
なりました。
　 町 の 貯 金 と な る 基 金 は、前 年 度 末 よ り ３，５１ ２ 万 円 減 り
２ ２ 億 １，７ ０ ５ 万 円、ま た、町 の 借 金 と な る 町 債 の 残 高 は
１億９，６５９万円減り、７６億５，１９７万円となっています。
　地方財政の状況は、依然として先が読めない厳しい状況です。
　 今後も総合計画を基 調とし、効 率 的 な財政 運営のもと、地 域 経 済の
振興と町民の生活支 援を最 優先課 題とし、未来を見 据えた行財政 運営
に努めます。

区 分 決 算 額

 人件費 １２億１, ４３７万円

 扶助費 ４億４, ４９３万円

 公債費 ８億６, ５２１万円

 投資的経費 ３１億４, ６６５万円

 補助事業 ２０億６, ６６９万円

 単独事業 ９億８, ８１９万円

 災害復旧費 ９, １７７万円

 その他の経費 ２３億４, ０８０万円

 物件費 ８億３, ２３３万円

 維持補修費 ９, ４２３万円

 補助費等 ５億６, ４３４万円

 積立金等 ６, ４８８万円

 投資および支出金 ０万円

 貸付金 ５, ８３８万円

 繰出金 ７億２, ６６４万円

投資的経費
39.3％

その他の経費その他の経費
29.2％29 .2％

人件費人件費
15.2％15 .2％

公債費公債費
10.8％10 .8％

扶助費扶助費
5.5％5.5％

歳　出
80 億1,196 万円

歳 出 の 内 訳
歳　入

80 億9,008 万円

町税町税
6.5％6.5％

地方交付税地方交付税
43.5％43 .5％

国庫支出金国庫支出金
23.5％23 .5％

その他のその他の
収入収入

16.5％16 .5％

町債町債
8.0％8.0％

諸収入
2.0％

区 分 決 算 額

 町税 ５億２, ８６２万円

 地方交付税 ３５億２, ００３万円

 国庫支出金 １９億０, ２７４万円

 諸収入 １億６, １３９万円

 町債 ６億５, ０１０万円

 その他の収入 １３億２, ７２０万円

 分担金・負担金 ６０２万円

 使用料・手数料 １億４, １７３万円

 道支出金 ４億９, ８４８万円

 財産収入 ５, ９５０万円

 寄附金 １億４, ２６８万円

 繰入金 ９, ５００万円

 繰越金 １億２, ８０６万円

 その他 ２億５, ５７３万円

歳 入 の 内 訳



7 広報びらとり 2023.12/2024.1

◆ご寄附・地域貢献活動　ありがとうございます◆ご寄附・地域貢献活動　ありがとうございます◆◆
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。
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だ
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し
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。

　
株
式
会
社
小
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組
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代
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役.
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澤 
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氏
）
に
、
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小
学
校
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ン
ド
を
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た

だ
き
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
手
塚
組
（
代

表
取
締
役
社
長 

北
上 

鉄
人

氏
）
に
、
二
風
谷
交
通
公
園
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し
た
。

　
株
式
会
社
た
ん
の
（
本

町
）
か
ら
寄
附
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

町内でのロケ風景（5 月下旬）

　 北 海 道 は も と よ り、全 国 縦 断 の 大 規 模 ロ ケ を 敢 行 し
た『 ゴ ー ル デ ン カ ム イ 』の 世 界 観 が あ ふ れ た 素 晴 ら し
い作品が完成し、来年1 月19 日に公開されます。
　 こ の 作 品 は、町 内 で も 撮 影 さ れ、地 元 の ア イ ヌ 工 芸
家やアイヌ文化に携わる方々も関わり完成した映画です。
　 厳 し い 大 自 然 の な か で 躍 動 す る キ ャ ラ ク タ ー た ち に
魅 了 さ れ る エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト 超 大 作 を 映 画 館 で 、
ぜひご鑑賞ください。

© 野 田 サトル／ 集 英 社  © 2 0 2 4 映 画「 ゴ ール デ ン カ ム イ」制 作 委 員 会

映画ゴールデンカムイ
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教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ

　学力を単に知識の量として捉えるのではなく、
思考力・判断力・表現力や学ぶ意欲など、総合的
に 捉 え る こ と が 必 要 で す。「 国 語・算 数 数 学 の 授
業 が よ く わ か る 」「 先 生 が 認 め て く れ て い る・学
校が楽しい」のポイントが全国・全道を大幅に上
回っています。その結果が今回の調査の数値とし
て表れたと考えられます。
　一方、全国・全道と比較して読書の時間に課題
があります。子ども一人ひとり自らが、時間の使
い方や自律ある生活を考え、一日一日を充実して
いこうと思う気持ちが大切です。学校では朝読書
や読み聞かせの取り組みを行い、読書の習慣化を
図る取り組みを進めていますが、ご家庭でも本に
親 し む 環 境 を 整 え て い た だ く よ う ご 協 力 お 願 い
いたします。

◆小人数指導による個に応じた指導の充実：TT（ティームティーチング）指導や習熟度別指導の

　充実

◆標準学力テスト実施（全学年）：児童生徒の実態把握による指導の充実

◆放課後子ども教室や休業中の学習サポート事業の充実：学習機会の提供

◆平取義経塾（通年開設）

◆チャレンジテストの効果的な利用　　◆朝読書（全校読書）・読み聞かせの実施

◆各種検定事業参加（漢字検定・英語検定）：学習意欲の向上

◆家庭学習時間の設定　学年×10 分＋10 分　　家庭学習強化週間の設定

◆町指定教育推進事業・公開研究会による「主体的・対話的で深い学び」の視点に基づく授業改

　善の推進　　◆指導方法の工夫改善　課題設定・まとめ・振り返りの時間の設定、ノート指導

◆ＩＣＴ支援員を活用した一人一台端末による「個別最適な学び」の充実

平取町としての学力向上策（各学校での主な取組み例）

   学力調査に合わせ、児童生徒質問紙も実施されました。小学校６３、中学校８０の
　質問項目がありましたが、全国・全道平均と比べて顕著なものを紹介します

一日の生活リズムを確立し、規則正しい毎日を！

□国語の授業がよくわかる。
　小学校：平取町80.0%　国40.5%・道50.1%  中学校：平取町39.3%　国30.4%・道32.1%
□算数・数学の授業がよくわかる。
　小学校：平取町54.2%　国40.4%・道39.3%  中学校：平取町42.9%　国33.9%・道32.7%
□先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。
　小学校：平取町75.0%　国49.9%・道48.1%  中学校：平取町64.3%　国40.0%・道40.7%
□学校に行くのは楽しいと思いますか。
　小学校：平取町66.7%　国49.8%・道45.5%  中学校：平取町60.7%　国43.3%・道38.5%
　　　　　（上記4 問は、A：そう思う　B：どちらかというとそう思う　の合計の割合）
■一日（月曜日から金曜日）の平均的な学習時間１時間以上の割合
　小学校：平取町58.4%　国57.1%・道52.4%  中学校：平取町67.8%　国65.8%・道59.0%
■昼休みや放課後、学校の休みの日に図書室、地域の図書館に週１～3 回ぐらい行く。
　小学校：平取町4.2%　国13.4%・道11.7%  中学校：平取町3.6%　国13.8%・道14.3%
■友だち関係に満足していますか。
　小学校：平取町83.3%　国90.3%・道88.7%  中学校：平取町85.7%　国88.7%・88.0%
■学校の業で、ＰＣ・タブレットなどＩＣＴ機器の活用が週3 日以上の割合。
　小学校：平取町66.6%　国62.4%・道71.0%  中学校：平取町39.6%　国61.1%・道64.1%
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～令和５年度 全国学力・学習状況調査結果から～

町内小学校・中学校とも実施教科
　すべてで、全道・全国平均を上回っています！

　今年４月、文部科学省は全国の小学校６年生と中学校３年生の全児童生徒を対象に、国
語・算数（小）、国語・数学・英語科の教科で「全国学力・学習状況調査」を実施しました。
　調査の特徴としては、学習指導要領で育成を目指す、知識及び技能や思考力・判断力・表
現力等を問う問題が出題されました。また、中学校では4 年ぶり2 度目となる英語（「話す
こと」調査については、1 人1 台端末を用いたオンライン方式）が実施されました。
　北海道教育委員会では、調査結果を分析・考察し、全道平均正答率、管内別平均正答率を
11 月に公表しました。この調査結果を基にした平取町の児童生徒の平均正答率の概要は、
下表のとおりです。（全国・全道・日高管内との平均正答率の比較、小学校・中学校別）

◇小学６年生◇
　　　　　　　　　　％

全国平均正答率からみた
平取町平均正答率との比較

全道平均正答率からみた
平取町平均正答率との比較

日高管内平均正答率からみた
平取町平均正答率との比較

 相当高い　　　＋７以上 算　数 算　数

 高い　　　　　＋５～＋７ 算　数 国　語

 やや高い　　　＋３～＋５ 国　語

 ほぼ同様上位　＋1 ～＋３ 国　語

 ほぼ同様　　　－1 ～＋１

 ほぼ同様下位　－３～－１

 やや低い　　　－５～－３

 低い　　　　　－７～－５

 相当低い　　　－７以下

◇中学３年生◇
　　　　　　　　　　％

全国平均正答率からみた
平取町平均正答率との比較

全道平均正答率からみた
平取町平均正答率との比較

日高管内平均正答率からみた
平取町平均正答率との比較

 相当高い　　　＋７以上 数　学　　英　語 数　学　　英　語 数　学　　英　語

 高い　　　　　＋５～＋７ 国　語

 やや高い　　　＋３～＋５

 ほぼ同様上位　＋1 ～＋３ 国　語 国　語

 ほぼ同様　　　－1 ～＋１

 ほぼ同様下位　－３～－１

 やや低い　　　－５～－３

 低い　　　　　－７～－５

 相当低い　　　－７以下

　基 礎 基 本 の 徹 底 、家 庭 学 習 習 慣・読 書 習 慣 の 定 着 、目 的
や 意 図 に 応 じ 、話 の 内 容 を 捉 え 、自 分 の 考 えをまとめ 表
現 する 力 の 育 成 が 鍵！  授 業 の 予 習・復 習 な ど自 分 か ら
学 習 に 向 き 合 う姿 勢 を身 に付 け ましょう。

□領域別にみると、国語「話すこと・聞くこと」、「書くこと」「読むこと」、算数では「図形」「変化
　と関係」が大きく全国平均を上回っています。言語活動について、国語科をはじめとして各教科
　の特質に応じて取り組んだ成果があらわれたと考えられます。
■国語では「情報の扱い方」が課題となっています。「原因と結果」、「意見と根拠」などの基本的な

　情報と情報との関係について理解し、実際に話したり書いたりする場面で活用できる力を育て
　ていくことが大切です

□国語では、「読むこと」、数学では「図形」「関数」、英語ではすべての領域（「書くこと」
　は全国の約2 倍の正答率）で大きく全国平均を上回っています。
■話し手が伝えたいことを確かめたり、足りない情報を聞き出したりするなど、知りたい
　情報に合わせて効果的に質問することができる力を育てていくことが大切です。

「平取町教育研究推進事業」紫雲古津小学校公開研究
国語科　５年「雪わたり」　６年「きつねの窓」
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【お問い合わせ】　平取町立図書館

□電　話　01457-4-6666

□ＦＡＸ　01457-4-6871

□メール　risu2@guitar.ocn.ne.jp

■携帯 ■Web

●オンライン予約ができます●

「ログインパスワード」は図書館の

カウンターで発行しています。

【一般書（その他）】

『図解知らないと危険 !! 失明リス

クのある病気の治療法』

／深作秀春

『ウルトラ図解手指の痛みとしび

れ』／亀山真

『便秘の 8 割はおしりで事件が起

きている !』／佐々木みのり

『緑茶はすごい !』／中村順行

『はじめてでもそのまま使える手

話会話フレーズ 228』

／鈴木隆子

『ウポポイまるごとガイド』

／北海道新聞社

【絵本】

『おせちりょうり』／はまのゆか

『おつきさんでおもちつき』

／岡田よしたか

『ごちそうごよみ』／谷山彩子

『大ピンチずかん２』

／鈴木のりたけ

『ノラネコぐんだんぺこぺこキャ

ンプ』／工藤ノリコ

『ふゆのあとにははるがきます』

／石井睦美文，あべ弘士絵

『ぼくはなんのほん？』

／カロリーナ・ラベイ

図書館図書館へへいこういこう
　

○開館時間　火～金曜日　９：３０　～　１８：００

　　　　　　　土・日曜日　９：３０　～　１７：００

　○休館日　　月曜日・祝日

　※月曜日が祝日の場合は、その翌日も休館

【一般書（小説・エッセイ）】

『清算』／伊岡瞬

『54 字の物語11』／氏田雄介

『この会社、後継者不在につき』

／桂望実

『なれのはて』／加藤シゲアキ

『ともぐい』／河崎秋子

『月ぞ流るる』／澤田瞳子

『星に願いを』／鈴木るりか

『こちら空港警察』／中山七里

『平家物語』／林真理子

『60 代、少しゆるめがいいみたい』

／岸本葉子

『思い出の屑籠』／佐藤愛子

【児童書】

『用具室の日曜日　へたな手品師は

すぐおこる』／村上しいこ

『映画すみっコぐらし ツギハギ工

場のふしぎなコ』

／芳野詩子

『物語、英語で読んでみない?』

／佐藤和哉

『平安のステキな! 女性作家たち』

／川村裕子

『やさしくわかる食品ロス』

／西岡真由美

『イスラムと仲よくなれる本』

／森田ルクレール優子

■次回　　１月１１日（木）

【振内地区】　　10：00 ～ 12：00　山の駅ほろしり館

【貫気別地区】　14：00 ～ 16：00　貫気別生活館

■貸出期間は次回の巡回日までになります。

■毎月第一木曜日に運行します。

■貫気別支所・振内支所（青少年会館）で返却できます。

★★★　図書ワゴン運行予定　★★★

は休館日です

新着図書 ★他にもあります
★オンラインで検索できます

　　　　　　　　　　

　　

『ほしじいたけ

 　　ほしばあたけ』

／石川 基子

　　　　（講談社）

　ほしじいたけとほしばあたけは、ほ

たぎのさとにすんでいます。ふたりが

すきなことは、ひなたぼっこ。きらい

なことは、水にぬれることです。水に

ぬれると、ふたりはどうなってしまう

でしょうか…？

　きのこをテーマにした絵本で、色々

な種類のきのこが出てきます。ふたり

と一緒に冒険してみませんか。

　※シリーズで５冊出版されています。

続きのお話もお楽しみください。

1.『ほしじいたけ ほしばあたけ』

2.『 〃 じめじめ谷でききいっぱつ』

3.『 〃 カエンタケにごようじん』

4.『 〃 いざ、せんにんやまへ』

5.『 〃 おにたいじはいちだいじ？』

　
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準

（
２
０
２
０
年
版
）」
で
は
、
食
塩

摂
取
量
の
減
少
を
目
指
す
た
め
、

目
標
量
（
食
塩
相
当
量
と
し
て
）
を
、

成
人
１
人
１
日
当
た
り
男
性
7.5
ｇ

未
満
、
女
性
で
は
6.5
ｇ
未
満
と
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
血
圧
及
び
慢
性
腎
臓

病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
重
症
化
予
防
の

た
め
の
食
塩
相
当
量
の
量
は
、
男

女
と
も
6.0
ｇ/

日
未
満
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
食
塩
（
塩
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
）
は
摂
り
す
ぎ
る
と
む
く
み
や

口
の
渇
き
の
ほ
か
、
高
血
圧
を
引

き
起
こ
し
、
脳
血
管
疾
患
や
心
疾

患
、
腎
臓
病
な
ど
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

　
近
年
に
お
け
る
日
本
人
の
成
人

１
人
１
日
当
た
り
の
摂
取
量
は
、

食
塩
相
当
量
と
し
て
男
性
11
ｇ
程

度
、
女
性
９
ｇ
程
度
で
、
以
前
に

比
べ
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
世
界

的
に
み
る
と
、
な
お
、
高
い
レ
ベ

ル
に
あ
り
ま
す
。
本
来
必
要
な
１

日
当
た
り
の
摂
取
量
は
多
く
て
も

２
ｇ
程
度
で
す
。

　
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
野
菜
や

果
物
を
い
っ
し
ょ
に
摂
る
こ
と
で
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
泄
を
促
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
塩
分
相
当
量
２
ｇ
の
目
安
】

●
カ
ッ
プ
麺
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
の
ス
ー
プ
半
分

　
※
標
準
栄
養
成
分
表
示
の
ス
ー

プ
の
塩
分
相
当
量
が
４
ｇ
の
場
合

●
み
そ
汁
２
杯
分
　

　
※
１
杯
当
た
り
1.0
～
1.2
ｇ

●
食
パ
ン
６
枚
切
り
約
２
枚
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
150
ｇ
）

　
※
パ
ン
に
は
意
外
と
塩
分
が
多

　
く
含
ま
れ
て
お
り
、
ご
飯
に
変

　
え
る
こ
と
で
０
ｇ
。

『
減
塩
生
活
』
で

　
　
　

健
康
づ
く
り
‼

●
減
塩
の
調
味
料
を
使
用
す
る

　
※
一
般
的
な
し
ょ
う
ゆ
を
40
％

　
減
塩
の
し
ょ
う
ゆ
に
切
り
替
え

　
る
と
、
大
さ
じ
２
杯
分
で
２
ｇ

　
減
塩
。

●
塩
分
の
多
い
食
品
を
意
識
し
て

食
べ
る
頻
度
や
内
容
を
考
え
て
２

ｇ
減
塩
。（
表
１
参
考
）

　
日
本
人
は
、
食
塩
の
７
割
を
調

味
料
か
ら
摂
っ
て
い
ま
す
。
調
味

料
に
含
ま
れ
る
食
塩
量
を
知
る
と

と
も
に
、
調
味
料
以
外
に
も
カ
ッ

プ
め
ん
や
塩
蔵
品
な
ど
食
塩
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
食
品
の
食
塩
量

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

最
近
で
は
こ
う
し
た
調
味
料
や
食

品
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
努
力
に

よ
っ
て
、「
減
塩
し
ょ
う
ゆ
」「
減

塩
味
噌
」、
ま
た
、「
減
塩
梅
干
し
」

「
減
塩
ス
ナ
ッ
ク
」
な
ど
食
塩
量
を

減
ら
し
た
商
品
が
市
場
に
出
回
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
減
塩
を
意
識
し
た
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
要
因
の
変
化

も
手
伝
い
、
国
で
は
、
積
極
的
な

減
塩
の
目
標
と
し
て
、
１
日
当
た

り
の
塩
分
摂
取
量
を
、『
今
よ
り
２

ｇ
減
ら
す
』
工
夫
を
す
る
こ
と
を

合
言
葉
と
し
て
、
減
塩
を
進
め
て

い
ま
す
。

 

今
の
食
事
か
ら

 

マ
イ
ナ
ス
２
g
の
減
塩

  保健福祉課からのお知らせ

 今日からできるマイナス２g の減塩

　【
お
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課 

保
健
推
進
係

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
）

　
　
　
　
　
　   

℡
４-

６
１
１
２

順 位 食 品 名 食 塩 量 ⒢ 順 位 食 品 名 食 塩 量 ⒢

1 カップ め ん 5 . 5 1 1 大 根 の 漬 物 0 . 9

2 インス タント ラ ーメン 5 . 4 1 2 パ ン 0 . 9

3 梅 干 し 1 . 8 1 3 たら こ 0 . 9

4 高 菜 の 漬 物 1 . 2 1 4 塩 昆 布 0 . 8

5 きゅうりの 漬 物 1 . 2 1 5 か ぶ の 漬 物 0 . 8

6 辛 子 明 太 子 1 . 1 1 6 福 神 漬 け 0 . 8

7 塩 さ ば 1 . 1 1 7 キ ム チ 0 . 7

8 白 菜 の 漬 物 1 . 0 1 8 焼 き 豚 0 . 7

9 ま あじ の 開 き 1 . 0 1 9 刻 み 昆 布 0 . 7

1 0 塩 ざ け 0 . 9 2 0 さ つ ま 揚 げ 0 . 7

　 表１【 食 塩 摂 取 源 と な って い る 食 品 の ラン キング  】

　 　 ふ だ ん よく食 べ る 食 品 に 含 ま れ る 食 塩 量 を 知 り、選 び 方 や

　 　 食 べ 方 の 工 夫 で お いしく 減 塩 。

※ 資 料：国 立 研 究 開 発 法 人 医 薬 基 盤 ・健 康 ・栄 養 研 究 所

　 平 成 2 4 年 国 民 健 康 ・栄 養 調 査 の デ ー タを 基 に 解 析 し た 結 果 。

　「 1 日 当 たりの 食 塩 摂 取 量 」は 、当 該 食 品 か ら の 食 塩 摂 取 量 の 平 均 値 。



 

　
　役場関係
　電話番号

平取町役場      
総務課 （代表）  
まちづくり課 
アイヌ施策推進課

観光商工課
産業課              
農業委員会・土地改良区

税務課              
出納室              
建設水道課       
議会事務局       
                          
ふれあいセンターびらとり
                                                   
町民課

保健福祉課
保健推進係・子育て支援係
                           
介護支援係・介護保険係
                                         
児童館                
子ども発達支援センター
                          
地域包括支援センター

「ほほえみ」         

平取町教育委員会
生涯学習課

中央公民館        
町民体育館         
二風谷アイヌ文化博物館

                  
沙流川歴史館     
図書館                

役場振内支所   

役場貫気別支所

平取町国民健康保険病院
　                            
平取町社会福祉協議会
                           
平取町外 2 町衛生施設組合
                           

平取消防署         

☎ 2-2221

☎ 2-2222

☎ 2-2341

☎ 3-7703
☎ 2-2223

☎ 2-2695

☎ 2-2224
☎ 2-2225
☎ 2-2226
☎ 2-2227

☎ 4-6111

☎ 4-6113

☎ 4-6112

☎ 4-6114

☎ 2-3026

☎ 2-3400

☎ 2-3700

☎ 2-2619

☎ 2-2619
☎ 2-2749

☎ 2-2892

☎ 2-4085
☎ 4-6666

☎ 3-3211

☎ 5-5204

 ☎ 2-2201

☎ 4-2267 

☎ 2-2024

☎ 2-2361
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楢の実俳句会楢の実俳句会

柊
を
軒
場
に
挿
し
て
魔
除
け
と
す　
　
　
　

内
海　

綾
子

糸
蜻
蛉
冬
眠
の
場
は
我
が
家
の
窓　
　
　
　

遠
藤　

紫
光

霜
降
り
て
パ
リ
ッ
パ
リ
ッ
と
踏
み
つ
け
る　

川
上
八
重
子

木
枯
ら
し
が
年
中
吹
い
て
い
る
吾
が
身　
　

熊
谷　

厚
子

俳
句
の
師
の
遺
作
展
示
の
文
化
祭　
　
　
　

千
葉　

俊
子

秋
晴
れ
や
今
年
最
後
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　
　

長
野　

新
一

霜
柱
踏
み
つ
つ
通
学
昭
和
っ
子　
　
　
　
　

道
政
サ
ツ
子

カ
ケ
ス
鳴
く
容
姿
に
似
合
わ
ぬ
声
出
し
て　

渡
辺　

正
子

広
報
広
報

び
ら
と
り

び
ら
と
り （前月比）

人　口 4,550 人人 （ー 16 人人）

男 2,253 人 （ー 10 人人）

女 2,297 人人 （ー　6 人人）

世帯数 2,419 世帯 （ー 12 世帯）

※令和５年 11 月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数

今月のワンショット今月のワンショット

戸籍の窓口戸籍の窓口

　12 月16 日 ㈯ 町 内 の 小 学 生100 名

が 参 加 し て、ド ッ ジ ボ ー ル 大 会 が 開

催されました。スーパープレイ、ナイ

スキャッチで白熱した試合でした。

元気に！熱く！元気に！熱く！
全町小学生ドッジボール大会全町小学生ドッジボール大会

　　　【お 詫 び】
広報びらとり11 月号に掲載しましたケイセイマサキ建設株式会社（代表取締役社長 正木 健太氏）

の地域貢献活動について誤りがありましたので訂正し、お詫び申し上げます。

     （誤）　紫雲古津小学校の校舎及び敷地内施設整備

    （正）　親水公園内ホタル観賞会場付近にベンチを設置頂き、バランスストーン贈呈頂きました


